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１． 研究計画の概要 
(1) 研究目的：論理・推論と日常言語による実

現の普遍的特徴と個別言語による特徴をあき

らかにすることを目的とする。最終的には、

推論に対する言語形式、解釈文脈の性質、推

論形式を用いた場合の知識のアップデートの

統合的記述を実現し、言語表現の解釈と推論

機構との関係に関するモデルを提出すること

を目標とする。 

(2)研究方法：モデル理論的意味論による一般

化を心理実験と実地調査によって得られた個

別言語データに基づいて検証する。具体的に

は、条件文など 推論機構の言語的反映となる

形式に対して、厳密な記述を与え、さらに意

味論と語用論をつなぐ認知的機構のモデルを

提唱する。形式的な意味論としては、モーダ

ルベースを採用したモデルを構築し、言語形

式解釈の最大効率化に対するモデルとしては、

関連性理論を採用し、これらをつなぐ認知的

機構のモデルとしては、言語形式の使用を言

語使用者の知識のアップデートとする談話管

理理論を動的意味論の枠組みで再編したもの

を採用する。 
 

２．研究の進捗状況 
個別言語のデータに関しては日本語標準語、

韓国語、英語、琉球語宮古方言によるものが

ほぼそろった。このデータにもとづいて、日

常言語の推論にかかわるモデルを構築し、証

拠推論の性質、アブダクションによる推論と

証拠推論との関係が明らかになった。また、

テンス・アスペクト形式とモーダルの形式の

あいだの相関関係と推論との関係についても、

モーダルベースを使ったモデルにより、その

メカニズムを明らかにした。琉球語宮古方言

における係り結び的構文と推論および知識の

アップデートメカニズムの関係に関して、談

話管理理論にもとづく新しいモデルを提案し

た。 

関連性理論を用いた推論モデルの構築に関

しても推論の確率的な性質について研究を行

った。客観的な真理と「正しいと信じること」

を区別し、両者の関係が P=(1+exp(aT-bN))-1

として表現できることを証明した。なお、aT

は対象の物理情報量を、bN は知覚を阻害する

ノイズ要因の量を示す。これにより、一般的

な条件文と反事実条件文の信念強度を共通の
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計算によって扱えるようになった。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

理由 個別言語データに基づく推論の言語的

実現とそのモーダル意味論によるモデル化に

関しては計画以上に達成できた。同時に、研

究の基盤を強固にするため、チュートリアル

を開き、たがいの研究内容の理解を助けると

ともに大学院生の訓練にもなるようにした。

チュートリアルは撮影し、DVD にしたため、

これからの研究、教育にも資する。 

関連性理論、数理心理学に基づく、実験的

研究に関してもほぼ計画通りに進捗しており、

成果を発表してきた。 
 
４．今後の研究の推進方策 

平成 22年度 6月にドイツのゲッチンゲンで、

海外共同研究者とのワークショップを開き、

最終的な研究のまとめかたについて打ち合わ

せる。その結果に基づき、7 月に全体の集会

を開き、研究の成果の最終確認と統合化に向

けての準備を行う。その結果に基づき、23 年

1 月に成果発表会を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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